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義
太
夫
教
室
「
入
門
コ
ー
ス
」
の
再
開 

義
太
夫
協
会
会
長 

原 

道
生 

  

思
い
が
け
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
余
波
を
受
け
て
、
一

昨
年
・
昨
年
と
、
二
年
続
け
て
中
止
を
強
い
ら
れ
て

い
た
「
義
太
夫
教
室
・
入
門
コ
ー
ス
」
で
し
た
が
、

さ
い
わ
い
、
こ
の
と
こ
ろ
、
一
時
期
よ
り
は
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
度
合
い
も
沈
静
化
し
て
き
て
い
る
も
の
と

判
断
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
去
る
五
月
二
一
日
（
土
）

を
、
第
七
四
期
の
初
日
と
し
て
、
三
年
ぶ
り
に
開
講

を
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

も
っ
と
も
、
確
か
に
昨
今
、
感
染
者
数
の
減
少
が

見
ら
れ
は
す
る
と
い
う
も
の
の
、
い
つ
又
、
次
の
波

が
襲
っ
て
く
る
か
に
関
し
て
は
全
く
不
明
と
し
か
い

え
な
い
状
態
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

十
分
に
注
意
を
払
い
、
い
わ
ば
試
運
転
と
い
っ
た
気

構
え
で
、
受
講
者
数
や
開
設
課
目
の
規
模
も
縮
小
し

つ
つ
、
用
心
に
用
心
を
重
ね
て
再
開
に
踏
み
切
っ
た

と
い
う
次
第
で
す
。
で
き
れ
ば
、
今
回
の
試
み
が
、

何
と
か
無
事
好
結
果
へ
と
繋
が
っ
て
、
来
年
以
降
、

前
に
も
増
し
て
充
実
し
た
「
教
室
」
の
再
生
・
定
着

が
果
た
さ
れ
て
ゆ
く
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、
心
か
ら

念
じ
て
止
み
ま
せ
ん
。 

な
お
、
こ
の
「
義
太
夫
教
室
第
七
四
期
」
と
、
そ

の
約
三
月
前
の
二
月
二
六
日
（
土
）
等
に
も
催
さ
れ

ま
し
た
「
一
日
体
験
教
室
」
の
内
容
に
関
し
ま
し
て

は
、
こ
の
次
の
頁
に
も
、
報
告
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
双
方
併
せ
て
お
読
み
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

○ 

 
と
こ
ろ
で
、
今
年
の
五
月
二
一
日
は
、
あ
い
に
く

と
開
講
式
の
始
ま
る
十
一
時
直
前
の
頃
、
か
な
り
激

し
い
風
雨
が
吹
き
荒
れ
る
に
至
っ
た
た
め
、
私
を
も

含
め
て
出
席
者
一
同
は
、
ほ
と
ん
ど
傘
も
役
に
立
た

な
い
ほ
ど
の
豪
雨
に
濡
れ
な
が
ら
、
会
場
で
あ
る
豊

川
稲
荷
文
化
会
館
の
玄
関
に
辿
り
着
く
と
い
っ
た
状

態
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。 

 

た
だ
し
、
こ
れ
に
は
一
寸
し
た
わ
け
、
、
が
絡
ん
で
い

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
と
い
う
の
は
、
実
は
私
は

い
わ
ゆ
る
大
変
な
「
雨
男
」
。
約
八
十
年
前
の
国
民
学

校
一
年
生
の
最
初
の
遠
足
が
雨
で
流
れ
た
の
を
始
め

と
し
て
、
結
婚
式
も
降
ら
れ
ま
し
た
し
、
家
族
旅
行

や
引
越
し
な
ど
も
多
く
は
雨
の
中
、
果
て
は
学
生
た

ち
の
夏
の
合
宿
に
同
行
す
る
と
台
風
に
見
舞
わ
れ
る

と
い
っ
た
工
合
に
、
何
か
意
義
の
あ
る
催
し
と
い
う

と
不
思
議
に
雨
を
降
ら
せ
て
し
ま
う
と
い
う
異
能
の

持
主
と
し
て
、
知
る
人
た
ち
か
ら
は
不
評
を
買
っ
て

い
る
存
在
な
の
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
折
角
の
再
会

を
喜
ぶ
は
ず
の
大
切
な
こ
の
日
が
悪
天
候
に
な
っ
た

の
も
、
き
っ
と
私
の
責
任
に
よ
る
も
の
と
、
皆
さ
ん

に
対
し
て
、
申
し
訳
な
く
思
い
つ
つ
、
吹
き
飛
ば
さ

れ
そ
う
な
傘
の
柄
に
し
が
み
つ
き
な
が
ら
、
お
稲
荷

様
の
境
内
を
急
い
で
歩
い
て
い
た
も
の
で
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
途
中
、
近
く
に
あ
っ
た
狐
の
石

像
に
気
が
付
い
た
の
と
同
時
に
、
私
に
は
、『
義
経
千

本
桜
』
の
四
の
切
、
源
九
郎
狐
の
「
鼓
は
も
と
よ
り

波
の
音
。
狐
は
陰
の
け
だ
も
の
故
。
水
を
お
こ
し
て

降
る
雨
に
」
と
い
う
美
し
く
も
悲
し
い
一
節
が
思
い

浮
か
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、

私
は
、
恐
ら
く
こ
の
と
き
の
風
雨
も
、
私
自
身
の
異

能
な
ど
と
い
う
卑
小
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
は
無
論

な
く
、
け
な
げ
に
も
再
開
へ
と
決
断
し
た
今
回
の
義

太
夫
教
室
の
前
途
を
、
豊
川
様
が
こ
と
ほ
い
で
下
さ

る
「
恵
み
の
雨
」
と
受
け
と
め
、
感
謝
す
る
の
が
妥

当
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

以
上
、
何
と
も
怪
し
げ
な
無
駄
話
に
余
計
な
紙
数

を
費
や
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
と
も
あ
れ
、
そ
の

後
の
式
の
た
め
に
、
や
や
薄
暗
い
教
室
に
入
っ
た
私

は
、
少
人
数
と
は
い
え
、
こ
の
雨
の
中
を
集
ま
っ
て

下
さ
っ
た
受
講
生
の
皆
さ
ん
方
の
真
剣
な
雰
囲
気
に

心
を
打
た
れ
、
今
回
の
試
み
の
成
功
を
確
信
す
る
に

至
っ
た
こ
と
で
し
た
。
こ
の
分
で
ゆ
け
ば
、
秋
に
予

定
さ
れ
て
い
る
「
実
践
コ
ー
ス
」
も
、
必
ず
や
順
調

に
ゆ
く
こ
と
に
、
間
違
い
は
な
い
で
し
ょ
う
。 
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総
会
と
役
員
選
挙 

六
月
二
七
日
（
月
）
、
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
日
本
橋

会
議
室
に
お
い
て
、
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
左
記
の
議
案
が
付
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

第
一
号
議
案
：
二
〇
二
一
年
度
事
業
報
告 

第
二
号
議
案
：
二
〇
二
一
年
度
決
算
報
告 

第
三
号
議
案
：
二
〇
二
二
年
度
事
業
計
画 

第
四
号
議
案
：
二
〇
二
二
年
度
収
支
予
算 

第
五
号
議
案
：
理
事
選
挙
結
果
報
告 

新
役
員
（
役
職
別 

本
名
五
十
音
順
） 

代
表
理
事
：
原 

道
生 

理
事
：
上
田
悦
子
（
竹
本
駒
之
助
） 

小
島
美
恵
子
（
竹
本
土
佐
恵
） 

高
橋
孝
子
（
竹
本
越
孝
） 

立
花
繭
子
（
鶴
澤
津
賀
寿
） 

丸
山
あ
か
ね
（
鶴
澤
寛
也
） 

柳
瀬
信
吾
（
竹
本
葵
太
夫
） 

 

義
太
夫
一
日
体
験
教
室 

義
太
夫
教
室 

第
七
四
期 

第
七
四
期
義
太
夫
教
室
入
門
コ
ー
ス
は
、
五
月
二

一
日
（
土
）
に
豊
川
稲
荷
文
化
会
館
に
て
開
講
い
た

し
ま
し
た
。
過
去
二
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ

て
お
り
、
入
門
コ
ー
ス
の
開
催
は
三
年
ぶ
り
と
な
り

ま
す
（
一
昨
年
、
第
七
三
期
は
実
践
コ
ー
ス
の
み
実

施
、
昨
年
は
す
べ
て
中
止
）
。 

今
期
の
入
門
コ
ー
ス
は
講
義
を
中
心
と
し
、
実
技

は
語
り
が
講
師
二
名
（
竹
本
土
佐
恵
・
竹
本
越
若
）

で
二
時
間
ず
つ
と
、

三
味
線
（
鶴
澤
津

賀
寿
）
が
二
時
間

行
わ
れ
ま
す
。 

感
染
防
止
の
た

め
少
人
数
、
マ
ス

ク
を
し
て
の
開
催

で
す
が
、
受
講
生

は
熱
心
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
そ
れ
に
先

立
ち
、
一
日
体
験

教
室
も
三
年
ぶ
り

に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

二
月
二
六
日
（
土
）

と

四

月

十

六

日

（
土
）
の
二
回
、
そ

れ
ぞ
れ
語
り
・
三

味
線
の
体
験
が
行

わ
れ
、
久
々
の
開

催
な
が
ら
多
く
の

参
加
者
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
体
験
教

室
は
八
月
に
も
開

催
予
定
で
す
。 

     

竹
本
越
里 

新
人
奨
励
賞
受
賞 

 

二
月
二
十
日
（
日
）
、

紀
尾
井
小
ホ
ー
ル
に
て

竹
本
越
里
新
人
奨
励
賞

受
賞
記
念
演
奏
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
二
度
の

延
期
を
経
て
、
越
里
本

人
は
元
よ
り
関
係
者
一
同
待
ち
に
待
っ
た
晴
れ
の
舞

台
、
ロ
ビ
ー
に
は
多
く
の
お
花
が
飾
ら
れ
、
お
祝
い

の
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

越
里
は
受
賞
記
念
の
演
目
と
し
て
『
絵
本
太
功
記
』 

妙
心
寺
の
段
を
語
り
、
続
く
尼
ヶ
崎
の
段
（
前
）
を

師
の
竹
本
越
若
が
勤
め
ま
し
た
。 

越
里
は
兵
庫
県
宝
塚
市
出
身
で
、
大
学
院
ま
で

中
国
哲
学
を
研

究
し
、
出
版
社

勤
務
の
後
に
こ

の
道
に
入
り
ま

し
た
。 

初

舞

台

か

ら
こ
れ
ま
で
を

を
振
り
返
り
、

越
里
は
「
あ
っ

と
い
う
間
に
十

年
経
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
焦

り
を
覚
え
る
と

共
に
、
い
つ
も

厳
し
く
も
温
か

原道生会長（左）より賞状を受け取る越里 

右上は当日楽屋にての一枚 

右
：
原
道
生
会
長
に
よ

る
講
義 

左
：
語
り
実
技
（
講
師
：

竹
本
越
若
、
三
味
線
：

鶴
澤
弥
々
） 
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く
指
導
し
て
く
だ
さ
る
師
匠
方
・
先
輩
方
の
御
恩
が

改
め
て
身
に
染
み
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
作
品
を
的

確
に
表
現
で
き
る
技
術
と
体
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る

よ
う
精
進
い
た
し
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
暖
か
い
応
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 第
五
一
回 

邦
楽
演
奏
会 

 

三
月
二
七
日
（
日
）
、
国
立
小
劇
場
に
お
い
て
都
民

芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
公
演
「
邦
楽
演
奏
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
長
唄
、
小
唄
、
常
磐

津
、
清
元
、
新
内
、
義
太
夫
、
三
曲
、
琵
琶
、
古
曲

の
九
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
が
勢
揃
い
し
ま
し
た
。 

葛
西
聖
司
氏
に
よ
る
ご
案
内
で
、
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
邦
楽
を
彩
る
動
物
た
ち
」
。
第
三
部
で
竹
本
駒
之

助
、
鶴
澤
津
賀
寿
が
『
恋
女
房
染
分
手
綱
』
重
の
井

子
別
れ
の
段
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

来
年
の
第
五
二
回
は
令
和
五
年
三
月
二
五
日
（
土
）

の
予
定
で
、
国
立
劇
場
建
て
替
え
前
の
最
後
の
公
演

と
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。 

 

新
入
正
会
員
紹
介 

本
年
、
新
し
く
六
名
が
、
本
協
会
の
正
会
員
（
プ

ロ
技
芸
員
）
と
な
り
ま
し
た
。
二
月
一
日
付
で
、
文

楽
の
豊
竹
呂
太
夫
師
と
、
そ
の
門
下
で
大
阪
を
拠
点

に
活
躍
中
の
女
流
太
夫
四
名
。
四
月
一
日
付
で
鶴
澤

津
賀
寿
門
下
の
三
味
線
、
鶴
澤
津
賀
佳
が
加
入
し
ま

し
た
。
以
下
に
略
歴
と
入
会
に
当
た
っ
て
の
ご
挨
拶

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

六
代 

豊
竹
呂
太
夫
（
と
よ
た
け 

ろ
だ
ゆ
う
） 

一
九
六
七
年
八
月 

三
代
竹
本
春
子
太
夫
に
入
門
、

祖
父
豊
竹
若
太
夫
の
幼
名
豊
竹
英
太
夫
を
名
乗

る 

一
九
六
八
年
四
月 

大
阪
毎
日
ホ
ー
ル
で
初
舞
台 

一
九
六
九
年
七
月 

春
子
太
夫
の
逝
去
に
よ
り
四
代

竹
本
越
路
太
夫
の
門
下
と
な
る 

二
〇
一
七
年
四
月 

六
代 

豊
竹
呂
太
夫
を
襲
名 

二
〇
一
七
年 

 
 

第
四
七
回
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
音
楽
賞 

 

（
現
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
音
楽
賞
）
邦
楽
部
門
受
賞 

二
〇
一
九
年 

 
 

大
阪
市
民
表
彰 

二
〇
二
二
年
四
月 

切
語
り
に
昇
格 

 

祖
父
豊
竹
若
太
夫
も
鶴
澤
重
造
師
匠
も
入
っ
て
お

り
ま
し
た
伝
統
あ
る
義
太
夫
協
会
に
、
改
め
て
女
義

の
弟
子
四
名
と
共
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
事

は
、
誠
に
光
栄
で
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
は
義
太
夫
道

の
た
め
、
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
頼
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

豊
竹
呂
秀
（
と
よ
た
け 

ろ
し
ゅ
う
） 

二
〇
〇
四
年 

毎
日
文
化
セ
ン
タ
ー
義
太
夫
教
室
受

講 

二
〇
一
七
年 

六
代
豊
竹
呂
太
夫
師
に
入
門
、
豊
竹

呂
秀
と
名
乗
る 

二
〇
一
八
年 

「
第
二
回
瑠
璃
の
会
」(

国
立
文
楽
劇

場
小
ホ
ー
ル)

に
て
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
寺
入
り

の
段
で
初
舞
台 

「
女
流
義
太
夫
瑠
璃
の
会
」
主
催
の
公
演
や
イ
ベ
ン

ト
の
他
、「
女
流
義
太
夫
勉
強
会 

栞
呂
会
」
な
ど

の
演
奏
会
を
中
心
に
活
動 

文
楽
と
の
出
会
い
は
大
学
一
年
の
夏
。
そ
れ
以
来
、

義
太
夫
節
に
魅
了
さ
れ
続
け
て
お
り
ま
す
。
呂
太
夫

師
匠
が
毎
日
文
化
セ
ン
タ
ー
で
義
太
夫
教
室
を
始
め

ら
れ
る
と
知
っ
た
時
は
本
当
に
天
に
も
昇
る
心
地
で

し
た
。
現
在
も
、
何
よ
り
大
好
き
な
義
太
夫
節
シ
ャ

ワ
ー
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
喜
び

に
、
感
謝
し
な
い
日
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
芸
能
を
少
し
で
も
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
次
世
代
に
良
い
形
で
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き

る
よ
う
、
一
生
懸
命
稽
古
し
、
女
義
と
し
て
の
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
指
導

の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

撮影：出上実 撮影：出上実 
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豊
竹
呂
響
（
と
よ
た
け 

ろ
き
ょ
う
） 

二
〇
〇
八
年 

毎
日
文
化
セ
ン
タ
ー
義
太
夫
教
室
受

講 

二
〇
一
七
年 

六
代
豊
竹
呂
太
夫
師
に
入
門
、
豊
竹

呂
響
と
名
乗
る 

二
〇
一
八
年 

「
第
二
回
瑠
璃
の
会
」（
国
立
文
楽
劇

場
小
ホ
ー
ル
）
に
て
、『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
寺
入

り
の
段
で
初
舞
台 

 

こ
の
た
び
義
太
夫
協
会
の
正
会
員
と
な
り
ま
し
た

豊
竹
呂
響
と
申
し
ま
す
。 

歴
史
あ
る
協
会
で
、
師
匠
方
、
先
輩
の
皆
様
方
の

技
芸
の
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一
層
の
精
進
を

目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

豊
竹
呂
眞
（
と
よ
た
け 

ろ
し
ん
） 

二
〇
二
〇
年
四
月 

六
代
豊
竹
呂
太
夫
師
よ
り
豊
竹

呂
眞
を
拝
命 

二
〇
二
〇
年
十
二
月 

栞
呂
会
に
て
初
舞
台
。
演
目

は
『
絵
本
太
功
記
』
尼
ヶ
崎
の
段 

会
社
の
イ
ベ
ン
ト
で
お
世
話
に
な
り
、
ご
縁
を
賜

り
、
義
太
夫
教
室
に
通
っ
て
十
年
余
り
発
声
練
習
の

ご
指
導
を
仰
ぎ
ま
し
た
。 

二
〇
〇
八
年
、
フ
ラ
ン
ス
に
て
日
仏
文
化
交
流
を

開
催
。
お
師
匠
さ
ま
に
は
歴
史
あ
る
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

の
教
会
に
て
ゴ
ス
ペ
ル
イ
ン
文
楽
を
ご
披
露
い
た
だ

き
、
現
地
の
方
と
交
流
も
深
め
ま
し
た
。 

わ
た
く
し
は
十
二
分
に
年
を
取
っ
て
お
り
ま
す

が
、
文
楽
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
義
太
夫
節
の
こ
と

に
関
し
ま
し
て
も
無
知
で
お
恥
ず
か
し
い
こ
と
こ
の

上
な
し
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
お
師
匠
様
の
ご
指
導

を
今
ま
で
以
上
に
し
っ
か
り
と
仰
ぎ
、
ひ
た
す
ら
精

進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

豊
竹
呂
萬
（
と
よ
た
け 

ろ
ま
ん
） 

二
〇
一
八
年 

毎
日
文
化
セ
ン
タ
ー
義
太
夫
教
室
受

講 

二
〇
二
一
年 

六
代
豊
竹
呂
太
夫
師
に
入
門 

二
〇
二
二
年
二
月 

「
第
六
回 

瑠
璃
の
会
」
（
国
立

文
楽
劇
場
小
ホ
ー
ル
）
に
て
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』

鶴
が
岡
兜
改
め
の
段
で
初
舞
台 

 

こ
の
度
は
義
太
夫
協
会
へ
の
入
会
を
承
認
い
た
だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

平
成
二
年
長
野
県
に
生
ま
れ
、
十
八
年
間
水
泳
一

筋
で
過
ご
し
た
私
は
、
社
会
人
に
な
る
ま
で
義
太
夫

節
の
ぎ
の
字
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
右
も
左
も
分

ら
な
か
っ
た
私
が
、
義
太
夫
節
に
惹
か
れ
女
流
義
太

夫
と
し
て
踏
み
出
せ
た
こ
と
は
奇
跡
の
よ
う
で
、
お

稽
古
し
て
頂
け
る
こ
と
、
舞
台
で
演
奏
さ
せ
て
頂
け

る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
同
世
代
に
も
必
ず

義
太
夫
節
の
素
晴
ら
し
さ
が
届
く
と
信
じ
、
精
進
し

て
参
り
ま
す
。 

義
太
夫
協
会
の
皆
様
、
関
係
各
位
の
皆
様
、
今
後

と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

鶴
澤
津
賀
佳
（
つ
る
ざ
わ 

つ
が
よ
し
） 

二
〇
〇
〇
年
度
義
太
夫
教
室
第
五
三
期
修
了 

二
〇
〇
一
年 

鶴
澤
津
賀
寿
に
入
門 

二
〇
二
一
年 

「
お
ど
り
の
空
間
」
公
演
に
て
「
三

番
叟
」
で
鶴
澤
美
佳
と
し
て
ツ
レ
を
務
め
る 
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二
〇
二
二
年 

義
太
夫
協
会
正
会
員
と
な
り
、
鶴
澤

津
賀
佳
を
名
乗
る 

 
最
初
は
歌
舞
伎
や
文
楽
が
好
き
で
見
て
い
ま
し
た

が
、
自
分
で
も
長
い
期
間
か
け
て
少
し
ず
つ
で
も
成

長
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

生
ま
れ
、
三
味
線
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
義
太
夫
教
室
修
了
後
、
最
初
に
受
け

た
一
日
体
験
教
室
の
講
師
で
も
あ
っ
た
鶴
澤
津
賀
寿

師
の
三
味
線
に
魅
力
を
感
じ
て
、
稽
古
に
通
い
始
め

ま
し
た
。
義
太
夫
三
味
線
の
出
す
音
の
表
現
の
多
様

さ
、
語
り
と
の
息
の
や
り
取
り
の
難
し
さ
を
教
え
て

い
た
だ
く
中
で
、
義
太
夫
節
を
よ
り
深
く
学
び
た
い

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

心
に
響
く
よ
う
な
演
奏
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
義
太
夫
協
会
及
び
関
係
各
位
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

地
唄
舞
と
義
太
夫
に
よ
る 

リ
ト
ア
ニ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
演 

四
月
二
六
日
か
ら
五
月
五
日
に
か
け
て
、
リ
ト
ア

ニ
ア
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
て
地
唄
舞
と
義
太
夫
に
よ
る

公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
竹
本
越
孝
と
鶴
澤
三
寿
々

が
出
演
し
、
公
演
は
全
て
予
定
通
り
滞
り
な
く
遂
行

さ
れ
ま
し
た
（
地
唄
舞
は
花
崎
杜
季
女
さ
ん
、
笛
は

福
原
百
七
さ
ん
）
。 

【
リ
ト
ア
ニ
ア
】 

四
月
二
六
日 

カ
ウ
ナ
ス
応
用
科
学
大
学 

*

四
月
二
八
日 

Ｂ
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
内
ホ
ー
ル 

四
月
三
〇
日 

ト
ラ
カ
イ
文
化
セ
ン
タ
ー 

五
月
一
日 

ア
リ
ー
ト
ゥ
ス
劇
場 

五
月
二
日 

ド
ル
ス
キ
ニ
ン
カ
イ
文
化
セ
ン
タ
ー 

【
ポ
ー
ラ
ン
ド
】 

五
月
五
日 

ア
ジ
ア
太
平
洋
博
物
館 

（*

は
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
） 

上
演
演
目
は
「
三
番
叟
」
、「
巴
」（
千
野
善
資
作
詞
・

鶴
澤
三
寿
々
作
曲
）
、「
蛇
の
王
妃
エ
グ
レ
」(

鶴
澤
三

寿
々
作
詞
・
作
曲
、
新
作
初
演
）
の
三
曲
。
ま
た
、

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
日
に
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
合
唱
団

S
o
n
o
r
o
s

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
曲
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
も
行
い
ま
し
た
。 

二
〇
二
二
年
は
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
と
日
本
が

正
式
に
国
交
を
結
ん
で
か
ら
の
友
好
百
周
年
。
世
界

の
平
和
と
五
穀
豊
穣
を
祈
る
「
三
番
叟
」
に
続
き
、

日
本
女
性
と
リ
ト
ア
ニ
ア
女
性
が
テ
ー
マ
の
曲
を
演

奏
す
る
と
い
う
企
画
で
す
。「
エ
グ
レ
」
は
リ
ト
ア
ニ

ア
の
有
名
な
伝
説

で
す
が
、
今
回
は
旅

僧
（
ワ
キ
）
が
伝
説

の
エ
グ
レ
の
霊
（
シ

テ
）
に
出
会
う
、
と

い
う
夢
幻
能
仕
立

て
で
詞
章
を
作
成

し
、
義
太
夫
節
の
古

典
的
な
旋
律
に
加

え
、
エ
グ
レ
の
テ
ー

マ
に
は
教
会
旋
法

を
施
し
て
ア
ク
セ

ン
ト
と
し
ま
し
た
。 

構
想
か
ら
実
現

ま
で
四
年
を
要
し

た
ツ
ア
ー
で
し
た
が
、
日
本
文
化
に
大
き
な
関
心
を

寄
せ
る
沢
山
の
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
方
々

に
歓
迎
し
て
頂
け
た
こ
と
、
ま
た
期
せ
ず
し
て
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら
の
人
々
に
も
鑑
賞
し
て
頂
け
た
こ
と
な

ど
、
終
始
実
に
有
意
義
な
ツ
ア
ー
で
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
東
京
音
楽
大
学
文
化
庁
補
助
事
業
推
進
室

よ
り
、
令
和
三
年
度
文
化
庁
大
学
に
お
け
る
文
化
芸

術
推
進
事
業
と
し
て
書
籍
「
日
本
と
ア
ジ
ア
の
伝
統

音
楽
・
芸
能
の
た
め
の
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
「
女

流
義
太
夫
の
海
外
公
演
実
施
の
経
験
か
ら
」
を
本
名

に
て
執
筆
し
て
い
ま
す
（
以
下
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可

h
t
t
p
:
/
/
i
d
.
n
i
i
.
a
c
.
j
p
/
1
3
0
0
/
0
0
0
0
1
4
2
2
/

）
。 

（
鶴
澤
三
寿
々
） 

 

写真: Emilija Šakalienė（中段） 

Evaldas Virketis（下段） 
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竹
本
葵
太
夫 

日
本
芸
術
院
賞
受
賞 

こ
の
た
び
、
当
協
会
理
事
で
あ
る
竹
本
葵
太
夫
が

二
〇
二
一
年
度
第
七
八
回
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
し
、

さ
る
六
月
二
十
日
に
上
野
公
園
内
の
日
本
芸
術
院
に

て
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
厳
か
に
授
賞
式

が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

受
賞
理
由
は
「
歌
舞
伎
音
楽
竹
本
太
夫
と
し
て
の

近
年
の
成
果
に
対
し
」
と
い
う
こ
と
で
、
竹
本
と
し

て
初
め
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

葵
太
夫
は
二
〇
一
九
年
に
国
立
劇
場
研
修
生
出

身
者
初
の
人
間
国
宝
認
定
を
受
け
て
か
ら
も
一
層
芸

の
研
鑽
に
励
み
、
端
正
で
重
厚
な
芸
は
歌
舞
伎
俳
優

か
ら
も
絶
大
な
信
頼
を
得
て
お
り
ま
す
。
ま
た
国
立

劇
場
養
成
課
講
師
と
し
て
後
進
の
指
導
に
も
惜
し
み

な
く
力
を
尽
く
し
、
多
く
の
後
輩
を
舞
台
へ
と
送
り 

出
し
て
い
ま
す
。 

今
後
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 

竹
本
葵
太
夫 

た
け
も
と 

あ
お
い
だ
ゆ
う 

一
九
六
〇
年 

東
京
都
大
島
町
生
ま
れ 

一
九
七
六
年 

竹
本
越
道
（
女
流
義
太
夫
）
に
入
門 

一
九
七
九
年 

国
立
劇
場
に
て
初
舞
台 

一
九
八
七
年 

第
三
七
回
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
新
人

賞
受
賞 

二
〇
一
九
年 

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
個
人
指
定

認
定
（
人
間
国
宝
） 

（
一
社
）
義
太
夫
協
会
理
事 

（
一
社
）
伝
統
歌
舞
伎
保
存
会
理
事 

 

鶴
澤
津
賀
寿

 

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
音
楽
賞
受
賞 

六
月
十
五
日
、
第
五
二
回
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
音
楽
賞
の

受
賞
者
が
発
表
さ
れ
、
邦
楽
部
門
で
鶴
澤
津
賀
寿
が

受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
津
賀
寿
の
卓
越
し
た
演
奏
と

多
面
的
な
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

授
賞
式
の
様
子
な
ど
、
詳
細
は
追
っ
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。 

 「
鶴
澤
友
路
師
匠
の
遺
産
」
特
別
展 

鶴
澤
友
路
師
匠
の
五
回
忌
に
合
わ
せ
た
特
別
展

「
人
間
国
宝 

鶴
澤
友
路
の
遺
産
」
が
令
和
三
年
十
二

月
七
日
か
ら
令
和
四
年
二
月
二
十
日
、
兵
庫
県
南
あ

わ
じ
市
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 友

路
師
匠
の
ご
逝
去
の
後
、
遺
さ
れ
た
資
料
は
淡

路
人
形
協
会
各
位
の
ご
尽
力
、
ご
遺
族
の
ご
理
解
に

よ
っ
て
一
括
し
て
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
に
寄
託

さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
数
お
よ
そ
三
千
点
。
浄
瑠
璃
本
だ
け
で
も
千

百
冊
と
い
う
膨
大
な
資
料
を
資
料
館
の
方
々
、
大
阪

市
立
大
学
の
久
堀
裕
朗
教
授
に
ご
協
力
を
頂
き
、
四

年
半
を
か
け
て
分
類
、
整
理
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

今
回
の
展
示
で
は
そ
の
う
ち
の
約
百
三
十
点
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
写
真
は
そ
の
中
の
一
点
で
「
鶴
澤
友
路
改
名

披
露
会
」（
昭
和
五
二
年
）
の
写
真
で
す
。
左
か
ら
二

人
目
が
八
代
竹
本
綱
太
夫
師
匠
、
一
人
置
い
て
鶴
澤

友
路
師
匠
、
六
代
鶴
澤
友
次
郎
師
匠
、
一
人
置
い
て

十
代
竹
澤
弥
七
師
匠
。
こ
の
披
露
会
で
挨
拶
さ
れ
た

友
次
郎
師
匠
自
筆
の
挨
拶
原
稿
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
他
、
友
次
郎
師
匠
が
亡
く
な
る
直
前
に
友
路

師
匠
に
贈
っ
た
浄

瑠
璃
本
や
淡
路
独

自
の
演
目
の
本
、 

彦
六
系
の
本
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。 友

路
師
匠
が
遺

し
て
く
れ
た
こ
の

資
料
の
数
々
を
、

今
後
の
私
た
ち
の

浄
瑠
璃
の
実
演
や

研
究
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

（
鶴
澤
友
勇
） 
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明
日
を
に
な
う
新
進
の 

舞
踊
・
邦
楽
鑑
賞
会 

 

四
月
二
三
日
、
国
立
劇
場
主
催
公
演
、
第
五
三
回

「
明
日
を
に
な
う
新
進
の
舞
踊
・
邦
楽
鑑
賞
会
」
に

『
絵
本
太
功
記
』
妙
心
寺
の
段
（
浄
瑠
璃
：
竹
本
京

之
助
、
三
味
線
：
鶴
澤
弥
々
）
で
出
演
い
た
し
ま
し

た
。 女

流
義
太
夫
の
出
演
は
十
一
年
ぶ
り
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
東
京
新
聞
か
ら
取
材
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
明
日
を
に
な
う
新
進
の
舞
踊
・
邦
楽
鑑
賞

会
」
は
、
一
九
八
〇
年
か
ら
続
く
歴
史
の
あ
る
会
で
、

今
ま
で
三
百
人
ほ
ど
の
演
者
が
出
演
し
て
き
た
と
知

り
、
大
変
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。 

 

私
た
ち
は
同
期
で
、
共
に
見
習
い
を
経
て
、
活
動

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
同
期
で
も
太
夫
と
三
味
線
、

一
門
も
違
い
ま
す
が
、
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
仲
間
で

す
。
こ
の
度
、
共
に
出
演
で
き
た
こ
と
は
驚
き
で
あ

り
、
何
よ
り
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。
こ
の
経
験

を
糧
と
し
て
、
ま
た
一
層
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。 

 

ど
う
か
今
後
と

も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

（
竹
本
京
之
助 

・
鶴
澤
弥
々
）    

永
谷
の
若
旦
那
こ
と 

押
川
光
範
さ
ん
に
聞
く
！ 

都
内
に
お
江
戸
日
本
橋
亭
・
お
江
戸
上
野
広
小
路

亭
な
ど
四
つ
の
演
芸
場
と
、
義
太
夫
協
会
事
務
所
が

入
る
日
本
橋
永
谷
ビ
ル
等
の
不
動
産
を
所
有
す
る
永

谷
グ
ル
ー
プ
の
押
川
光
範
さ
ん
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信

や
次
々
に
新
し
い
企
画
を
生
み
出
す
な
ど
、
演
芸
界

の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
押
川
さ
ん
に
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。 

（
二
〇
二
二
年
六
月
七
日 z

o
o
m

に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
） 

押
川
光
範 

お
し
か
わ 

み
つ
の
り 

一
九
八
六
年
生
ま
れ
。
永
谷
グ
ル

ー
プ
の
創
業
者
、
永
谷
浩
司
氏
を
祖

父
に
持
ち
、
母
の
押
川
知
子
社
長
は

箏
と
三
絃
の
大
師
範
で
、
子
供
の
頃

よ
り
和
の
音
に
囲
ま
れ
て
育
つ
。
大

学
卒
業
後
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
経
験
を

経
て
永
谷
商
事
に
入
社
。
取
締
役
、

演
芸
場
担
当
。
神
田
松
鯉
師
の
講
談

教
室
に
通
い
初
め
て
三
年
目
。 

編
集
部
（
以
下
、「
編
」
）
：
約
二
十
年
ほ
ど
前
に
、
永
谷

浩
司
会
長
と
の
ご
縁
を
き
っ
か
け
に
永
谷
の
演
芸
場

で
の
女
流
義
太
夫
公
演
が
始
ま
り
、
現
在
は
日
本
橋

亭
で
「
女
流
義
太
夫
演
奏
会
」
、
上
野
広
小
路
亭
で
「
じ

ょ
ぎ
」「
ぎ
だ
ゆ
う
座
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
日
頃
よ

り
永
谷
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

永
谷
を
継
ご
う
と
思
わ
れ
た
の
は
い
つ
頃
で
す
か
？ 

押
川
：
小
学
校
六
年
生
の
時
に
初
め
て
祖
父
と
ゴ
ル

フ
に
行
き
、
そ
の
際
に
祖
父
が
〝
社
長
と
し
て
〟
他

の
方
に
接
し
て
い
る
姿
を
初
め
て
見
ま
し
た
。
そ
の

頃
か
ら
、
い
つ
か
会
社

を
引
き
継
ぐ
こ
と
に

な
る
よ
う
な
気
が
し

て
い
ま
し
た
。
永
谷
は

グ
ル
ー
プ
会
社
も
含

め
る
と
、
私
に
と
っ
て

は
大
き
な
会
社
で
す
。

何
度
も
逃
げ
た
く
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
度

に
「
私
が
や
ら
な
か
っ

た
ら
演
芸
場
は
ど
う

な
る
の
か
？
」
と
、
演

芸
場
の
こ
と
が
気
が

か
り
で
し
た
。
祖
父
が

「
不
動
産
は
大
き
な

金
額
が
動
く
け
ど
、
一
日
に
千
円
な
り
二
千
円
な
り
、

細
か
い
お
金
を
受
け
取
る
経
験
を
忘
れ
ち
ゃ
い
け
な

い
、
と
い
う
思
い
も
あ
っ
て
演
芸
場
を
始
め
た
ん
だ

よ
」
と
よ
く
話
し
て
い
ま
し
た
。
演
芸
場
が
な
け
れ

ば
継
ご
う
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

編
：
Ｓ
Ｎ
Ｓ(

T
w
i
t
t
e
r
,
Y
o
u
T
u
b
e
)

で
の
発
信
や
、
新

企
画
へ
の
反
応
は
い
か
が
で
す
か
？ 

押
川
：
神
田
伯
山
先
生
や
桂
米
助
師
匠
の

Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
出
演
し
た
後
、T

w
i
t
t
e
r

の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
も
ぐ
ん
と
増
え
ま
し
た
。
最
近
は
全
く
知
ら

な
い
人
に
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
怖

い
で
す
（
笑
）
〝
未
来
の
目
指
す
道
〟
へ
の
通
過
点

や
種
ま
き
と
し
て
、
色
々
な
企
画
（
両
派
合
同
講
談

会
、
上
方
の
落
語
家
ユ
ニ
ッ
ト
と
の
コ
ラ
ボ
、
し
の

ば
ず
寄
席
で
は
流
派
を
な
る
べ
く
混
ぜ
て
組
む
等
）

を
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
客
層
が
増
え
つ
つ
あ
る
よ

祖
父
永
谷
浩
司
氏
と 

幼
少
期
の
押
川
氏 

 

国
立
劇
場
楽
屋
に
て
、

竹
本
京
之
助
（
左
） 

と
鶴
澤
弥
々 

押
川
氏
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

永
谷
の
演
芸
場
へ
の

リ
ン
ク
は
こ
ち
ら 
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う
で
嬉
し
い
で
す
。 

編
：
今
年
に
入
り
、
永

谷
主
催
の
「
新
鋭
女

流
花
便
り
寄
席
」「
し

の
ば
ず
寄
席
」「
両
派

合
同
講
談
会
」
に
女

義
が
出
演
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
思
い
か

ら
で
し
ょ
う
か
。 

押
川
：「
女
流
義
太
夫

は
初
め
て
」
と
い
う

お
客
様
も
多
く
、
少
し
ず
つ
出
演
の
機
会
を
増
や
す

こ
と
で
、
寄
席
の
お
客
様
が
女
流
義
太
夫
の
会
に
行

き
た
く
な
る
よ
う
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
そ

れ
ぞ
れ
の
出
演
者
相
互
の
交
流
が
で
き
た
ら
、
お
互

い
の
文
化
を
残
す
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
祖
父
の
代
か
ら
の
幅
広
い
ご
縁
を
次
世

代
に
繋
げ
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

編
：
最
後
に
、
先
ほ
ど
の
お
話
の
中
の
〝
未
来
の
目

指
す
道
〟
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

押
川
：
近
い
将
来
、
日
本
橋
ビ
ル
を
建
て
替
え
る
予

定
で
す
。
例
え
ば
着
物
や
お
茶
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ

て
、
和
の
文
化
に
興
味
の
あ
る
大
き
な
層
を
寄
席
や

演
芸
の
世
界
に
近
づ
い
て
も
ら
う
、
そ
う
い
う
仕
組

み
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
先
の
二
十

年
、
三
十
年
後
に
は
、
弊
社
だ
け
で
は
な
く
、
大
手

の
会
社
が
「
寄
席
や
演
芸
の
世
界
に
参
入
し
よ
う
」

と
思
う
く
ら
い
演
芸
界
が
栄
え
て
い
た
ら
い
い
な
と
。

自
分
の
代
で
そ
こ
ま
で
も
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

編
：
夢
の
あ
る
未
来
の
お
話
に
と
て
も
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

創
作
浄
瑠
璃
は
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た 

あ
れ
は
確
か
、
今
か
ら
十
八
年
前
二
〇
〇
四
年
の

長
月
、
お
月
見
の
会
を
さ
せ
て
頂
い
た
時
、
お
食
事

と
演
奏
が
終
わ
っ
て
お
話
の
中
で
後
の
月
の
お
話
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

後
の
月
と
は
、
中
秋
の
名
月
の
ひ
と
月
後
に
同
じ

場
所
で
満
月
を
愛
で
る
と
良
い
と
言
う
お
話
で
す
。 

そ
れ
は
、
昔
か
ら
九
月
～
十
月
に
掛
け
て
台
風
が
良

く
訪
れ
る
為
に
農
家
の
人
は
家
を
離
れ
な
い
で
農
作

物
を
台
風
か
ら
守
る
と
言
う
習
わ
し
。 

お
月
見
の
会
か
ら
一
週
間
し
て
、
お
月
見
に
来
て

頂
い
た
お
客
様
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
後
の
月
の
会
は

為
さ
ら
な
い
の
で
す
か
？
」「
こ
ち
ら
は
考
え
て
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
や
り
ま
し
ょ
う
か
～
」
と
言
う
こ

と
で
後
の
月
の
会
を
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
お
月

見
の
会
は
二
丁
二
枚
で
「
猩
々
」
の
演
奏
で
し
た
が
、

経
費
が
沢
山
掛
か
り
ま
し
た
の
で
、
一
人
で
演
奏
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

「
団
子
売
」
を
弾
き
語
り
、
胡
弓
で
ム
ー
ン
ラ
イ

ト
セ
レ
ナ
ー
デ
、
も
う
一
つ
は
お
客
様
に
俳
句
を
書

い
て
頂
き
、
そ
れ
を
そ
の
場
で
作
曲
し
て
弾
き
語
り

を
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
此
れ
が
お
客
様
に
と
て
も
喜
ん
で
頂
き
、

し
か
も
ヒ
ン
ト
を
頂
い
て
「
そ
う
か
、
こ
れ
な
ら
昔

話
も
浄
瑠
璃
に
出
来
る
！ 

子
ど
も
達
に
も
浄
瑠
璃

が
解
る
！
」
と
思
い
つ
い
た
の
が
十
月
末
、
大
晦
日

に
間
に
合
う
様
に
傘
地
蔵
を
作
り
ま
し
た
。
題
は
「
降

積
雪
六
傘
地
蔵
」（
ふ
り
つ
も
る
ゆ
き
に
む
つ
の
か
さ

じ
ぞ
う
）
と
名
を
付
け
て
十
二
月
三
一
日
神
楽
坂
の

料
亭
を
お
借
り
し
て
、
初
の
創
作
浄
瑠
璃
を
披
露
し

ま
し
た
。
お
客
様
か
ら
「
こ
ん
な
に
分
か
り
や
す
く

て
面
白
い
浄
瑠
璃
は
初
め
て
で
す
」
と
言
わ
れ
て
大

満
足
で
し
た
。 

子
ど
も
達
の
為
に
作
っ
た
創
作
浄
瑠
璃
で
し
た

が
大
人
の
方
ば
か
り
の
会
が
続
き
、
子
ど
も
達
に
聞

い
て
欲
し
い
と
思
っ
て
も
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
解

ら
ず
、
築
地
の
小
学
校
に
資
料
を
持
っ
て
飛
び
込
み

ま
し
た
。
教
頭
先
生
が
出
て
来
ら
れ
、
資
料
を
見
て

「
浄
瑠
璃
で
す
か
？ 

此
れ
は
大
人
で
も
難
し
い
か

ら
子
ど
も
達
に
は
無
理
で
す
ね
！
」
で
、
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
残
念
。
そ
れ
か
ら
年
が
明
け
て
二

月
に
な
り
節
分
、
鬼
は
外
～
。
そ
う
だ
、
浜
田
広
介

さ
ん
の
童
話
「
泣
い
た
赤
鬼
」
を
浄
瑠
璃
に
し
よ
う
、

小
学
校
の
道
徳
の
本
に
も
載
っ
て
る
ら
し
い
。 

そ
う
し
て
作
っ
た
の
が
「
友
情
泣
赤
鬼
物
語
」（
と

も
な
さ
け
な
い
た
あ
か
お
に
も
の
が
た
り
）
し
か
し

浜
田
広
介
さ
ん
の
著
作
権
が
あ
る
ら
し
い
。
広
介
さ

ん
は
亡
く
な
っ
て
い
て
、
娘
さ
ん
の
浜
田
留
美
さ
ん

が
後
を
継
い
で
、
山
形
の
高
畠
に
在
る
浜
田
広
介
記

「
両
派
合
同
講
談
会
」
ゲ
ス
ト
出
演

の
竹
本
駒
之
助
（
右
）
と
押
川
氏 
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念
館
の
館
長
さ
ん
ら
し
い
。 

早
速
留
美
さ
ん
に
お
逢
い
し
て
「
泣
い
た
赤
鬼
」

を
聞
い
て
貰
う
事
に
し
た
。
留
美
さ
ん
か
ら
「
世
に

出
し
て
も
良
い
」
と
Ｏ
Ｋ
が
出
た
の
で
、
そ
れ
か
ら

沢
山
演
奏
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
次
々
と
作
品
を
作
り
今
で
は
三
十
曲

近
く
に
な
り
ま
し
た
、
中
で
も
異
色
の
「
広
島
咲
希

望
花
カ
ン
ナ
」
は
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
作
品
に
な
っ

た
。
続
き
は
次
回
、
お
楽
し
み
に
。  

（
野
澤
松
也
） 

 

連
載 

名
優
と
義
太
夫
節 

【
第
六
回
】

市
村
羽
左
衛
門 

「
歌
舞
伎
は
役
者
を
見
せ
る
も
の
」
と
い
う
。
も
ち

ろ
ん
「
戯
曲
の
筋
立
て
」
も
大
切
だ
が
、「
俳
優
の
魅

力
に
時
を
忘
れ
る
」
と
い
う
楽
し
み
方
も
理
想
的
と

さ
れ
る
。「
見
物
は
俺
を
見
に
来
て
い
る
ん
だ
」
と
自

負
し
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
持
っ
て
い
た
十
五
世
市
村

羽
左
衛
門
は
そ
の
姿
勢
を
徹
底
し
て
い
た
ら
し
い
。 

「
尼
ヶ
崎
」
の
マ
ク
ラ
を
太
夫
が
丁
寧
に
語
っ
て

い
る
と
十
次
郎
で
さ
っ
さ
と
出
て
き
て
、「
見
物
は
お

前
の
浄
瑠
璃
を
聴
き
に
来
ち
ゃ
ぁ
い
ね
え
よ
。
そ
ん

な
に
語
り
て
ぇ
な
ら
家
へ
帰
っ
て
は
ば
か
り
で
で
も

語
ん
な
」
。
「
鮓
屋
」
の
〽
こ
の
家
の
惣
領
い
が
み
の

権
太
」
を
本
格
的
に
図
太
く
語
っ
た
ら
「
も
っ
と
粋

に
語
ら
ね
ぇ
と
出
ら
れ
ね
ぇ
」
と
一
喝
し
た
話
が
伝

わ
る
。
世
話
物
の
二
枚
目
を
持
ち
役
と
さ
れ
て
い
た

だ
け
に
、
義
太
夫
節
に
ま
つ
わ
る
話
は
少
な
い
。 

 

近
年
の
十
七
代
目
は
、
六
代
目
尾
上
菊
五
郎
付
き

だ
っ
た
竹
本
鏡
太
夫
の
薫
陶
を
受
け
た
。 

 

十
七
代
目
は
十
五
代
目
と
違
っ
て
、
役
の
性
根
を

考
え
掘
り
下
げ
た
「
実
事(

じ
つ
ご
と)

」
の
人
だ
っ

た
。「
菊
畑
」
の
鬼
一
が
菊
を
鑑
賞
し
て
い
る
場
面
で
、

太
夫
が
熱
演
の
あ
ま
り
バ
タ
バ
タ
と
語
っ
て
い
た
ら
、

「
俺
は
菊
と
喧
嘩
し
て
る
ん
じ
ゃ
ね
え
ぞ
！
」
と
駄

目
を
出
し
た
と
い
う
。 

 

楽
屋
風
呂
は
俳
優
が
化
粧
を
落
と
す
た
め
に
使
用

す
る
の
で
、
他
の
者
は
利
用
し
な
い
の
が
幕
内
の
掟

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
鏡
太
夫
は
天
下
御
免
で
、

舞
台
後
の
汗
を
流
し
に
入
っ
た
。
十
七
代
目
が
風
呂

場
で
一
緒
に
な
る
と
、
鏡
太
夫
は
硬
く
巨
大
な
腹
部

を
触
ら
せ
て
、「
こ
う
い
う
お
腹
の
遣
い
方
を
す
る
ん

で
す
よ
」
と
発
声
法
を
教
え
た
と
い
う
。
鏡
太
夫
か

ら
は
役
の
性
根
や
技
巧
に
つ
い
て
も
多
く
教
示
を
受

け
た
。 

 

筆
者
は
尾
上
菊
五
郎
劇
団
付
き
の
竹
本
扇
太
夫
か

ら
前
名
を
譲
ら
れ
た
の
で
、
十
七
代
目
は
筆
者
が
劇

団
の
太
夫
に
な
る
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
三
代
目
市

川
猿
之
助
の
芝
居
に
出
て
い
る
と
き
、「
オ
イ
葵
太
夫
。

早
く
劇
団
に
戻
っ
て
来
い
よ
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ

た
。
そ
し
て
「
鏡
太
夫
は
こ
う
言
っ
て
い
た
ぜ
」
と

次
の
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。「
俺
は
鏡
太
夫
に
『
お

前
さ
ん
は
声
が
良
す
ぎ
て
い
け
な
い
』
と
言
わ
れ
た

ん
だ
。
つ
ま
り
巧
ま
ず
し
て
何
と
な
く
言
え
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
起
伏
が
付
か
ず
一
本
調
子
に
な
っ
て
し

ま
う
。
声
の
悪
い
者
は
ど
う
や
っ
て
出
そ
う
か
と
工

夫
す
る
か
ら
、
セ
リ
フ
に
情(
じ
ょ
う)

が
出
て
く
る
。

君
も
俺
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
出
し
方
を
工
夫

し
て
み
な
さ
い
」…

有
難
い
こ
と
で
あ
る
。 

 

子
息
の
坂
東
楽
善
も
鏡
太
夫
の
教
え
を
受
け
た
。

鏡
太
夫
は
「
尼
ヶ
崎
が
一
段
語
れ
な
く
な
っ
た
。
命

ま
で
は
売
れ
な
い
」
と
芝
居
を
さ
っ
と
引
退
し
、
河

内
長
野
市
の
田
園
で
悠
々
自
適
に
暮
ら
し
た
。
若
き

日
の
楽
善
は
泊
ま
り
が
け
で
稽
古
に
通
い
、「
妙
心
寺
」

の
四
方
天
の
タ
テ
コ
ト
バ
「
コ
ー
レ
我
が
君…

」
な

ど
を
稽
古
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
引
退
に
際
し
鏡

太
夫
は
、「
未
練
で
ま
た
語
り
た
く
な
る
と
い
け
な
い
」

と
残
っ
て
い
た
歯
を
抜
歯
し
入
れ
歯
と
な
っ
た
の
だ

が
、
稽
古
の
と
き
に
具
合
が
悪
い
の
で
外
し
て
し
ま

っ
た
。
歯
無
し
で
語
っ
た
タ
テ
コ
ト
バ
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
と
い
う
。 

 

話
が
そ
れ
る
が
、
名
調
子
で
文
楽
の
太
夫
か
ら
も

一
目
置
か
れ
て
い
た
五
世
中
村
富
十
郎
も
若
い
頃
か

ら
総
入
れ
歯
で
あ
っ
た
と
い
う
。
進
駐
軍
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
食
べ
す
ぎ
て
虫
歯
だ
ら
け
と
な
り
、
思
い

切
っ
て
抜
歯
し
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
。「
良
寛
と
子

守
」
と
い
う
舞
踊
劇
で
良
寛
を
演
じ
た
と
き
、
そ
の

入
れ
歯
を
外
し
、
ク
シ
ャ
ク
シ
ャ
の
口
で
出
た
の
で

事
情
を
知
ら
な
い
筆
者
は
仰
天
し
た
。 

「
ほ
か
の
若
手
も
鏡
さ
ん
に
稽
古
し
て
も
ら
っ
た

ん
だ
け
ど
、
あ
ん
ま
り
直
さ
れ
る
か
ら
嫌
に
な
っ
て

行
か
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
も
っ
た
い
な
い
と
思
っ

た
ね
ぇ…

」
と
鏡
太
夫
の
薫
陶
を
受
け
た
楽
善
だ
が
、

惜
し
い
こ
と
に
そ
の
後
大
病
を
し
て
し
ま
っ
た
。
扇

太
夫
に
よ
る
と
「
う
ち
の
劇
団
の
若
手
で
あ
の
子
が

一
等
良
く
な
る
と
期
待
し
て
い
た
ん
だ
」
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。 

 

鏡
太
夫
は
相
三
味
線
で
あ
っ
た
野
澤
松
三
郎
に

「
俺
が
死
ん
で
も
誰
に
も
知
ら
せ
る
な
。
た
だ
し
市

村(

十
七
代
目)

だ
け
に
は
知
ら
せ
て
く
れ
」
と
言
い

遺
し
て
い
た
と
い
う
。
交
際
の
深
さ
が
偲
ば
れ
る
。 

 

そ
の
後
十
七
代
目
は
、
文
楽
公
演
で
九
代
目
竹
本

綱
太
夫(

の
ち
の
源
太
夫)

の
語
る
「
渡
海
屋
大
物
浦
」
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を
聴
き
、
緊
密
な
人
物
表
現
に
感
銘
を
受
け
た
。
孫

の
九
代
目
坂
東
彦
三
郎
に
義
太
夫
節
を
習
わ
せ
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
稽
古
を
願
い
出
た
。 

 

菊
五
郎
劇
団
と
い
う
と
江
戸
の
世
話
狂
言
に
特
色

を
発
揮
し
て
き
た
が
、
義
太
夫
節
へ
の
造
詣
も
欠
か

さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

＊
文
中
敬
称
を
略
し
ま
し
た 

（
歌
舞
伎
義
太
夫 

太
夫 

竹
本
葵
太
夫
） 

 

■
協
会
・
正
会
員
の
主
な
動
き
■ 

令
和
四
年
一
月
～
六
月 

【
公
演
】 

義
太
夫
協
会
／
義
太
夫
節
保
存
会
主
催
公
演 

「
女
流
義
太
夫
演
奏
会
」 

一
月
二
十
日
（
木
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

二
月
二
十
日
（
日
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

三
月
二
十
日
（
日
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

四
月
二
十
日
（
水
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

五
月
二
十
日
（
金
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

六
月
二
十
日
（
月
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

正
会
員
主
催
公
演
（
協
会
後
援
分
） 

依
頼
公
演
・
協
力
公
演 

「
ぎ
だ
ゆ
う
座
」
二
月
一
・
二
日
、
四
月
一
・
二
日
、

六
月
一
・
二
日 

お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 

「
じ
ょ
ぎ
」
三
月
一
・
二
日
、
五
月
一
・
二
日 

お

江
戸
上
野
広
小
路
亭 

「
第
十
一
回
乙
女
文
楽
公
演
」
一
月
二
二
日
（
土
）・

二
三
日
（
日
）
川
崎
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー 

「
第
十
七
回
花
の
よ
う
に
香
れ 

女
流
義
太
夫
」
二
月

十
一
日
（
金
・
祝
）
蕨
市
立
文
化
ホ
ー
ル
く
る
る 

「
第
六
回
瑠
璃
の
会
」
二
月
二
十
七
日
（
日
）
国
立

文
楽
劇
場
小
ホ
ー
ル 

「
第
五
十
一
回
邦
楽
演
奏
会
」
三
月
二
七
日
（
日
）

国
立
劇
場
小
劇
場 

「
第
十
八
回
は
な
や
ぐ
ら
の
会
～
橋
本
治
さ
ん
を
偲

ん
で
～
」
四
月
十
日
（
日
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

「
第
一
回
花
の
会
」
五
月
五
日
（
木
）
千
代
田
区
立

内
幸
町
ホ
ー
ル 

「
法
真
寺
で
義
太
夫
を
聴
く
会 

そ
の
二
」
五
月
二
九

日
（
日
）
法
真
寺
本
堂 

【
普
及
】 

義
太
夫
節
保
存
会
・
義
太
夫
協
会
主
催
教
室 

◆
義
太
夫
一
日
体
験
教
室 

二
月
二
六
日
（
土
）
、
四
月
十
六
日
（
土
） 

豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

◆
第
七
四
期
義
太
夫
教
室 

〔
入
門
コ
ー
ス
〕
五
月
～
七
月
（
各
土
曜
） 

豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

【
運
営
】 

◆
令
和
四
年
度
定
期
総
会 

六
月
二
七
日
（
月
） 

ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
日
本
橋 

【
放
送
・
放
映
・
配
信
】 

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
「
邦
楽
の
ひ
と
と
き
」 

三
月
十
六
日
（
水
）
『
一
谷
嫰
軍
記
』
組
討
の
段 

浄
瑠
璃
：
竹
本
土
佐
恵 

三
味
線
：
鶴
澤
駒
清 

五
月
十
八
日
（
水
）
『
国
性
爺
合
戦
』
楼
門
の
段 

浄
瑠
璃
：
竹
本
越
若 

三
味
線
：
鶴
澤
賀
寿 

六
月
十
五
日
（
水
）『
鎌
倉
三
代
記
』
三
浦
別
れ
の
段 

浄
瑠
璃
：
竹
本
越
孝 

三
味
線
：
鶴
澤
寛
也 

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
「
邦
楽
百
番
」 

四
月
二
日
（
土
）
『
新
版
歌
祭
文
』
野
崎
村
の
段 

浄
瑠
璃
：
竹
本
駒
之
助 

三
味
線
：
鶴
澤
津
賀
寿 

ツ
レ
：
鶴
澤
寛
也 

高
音
：
鶴
澤
弥
々 

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
テ
レ
「
に
っ
ぽ
ん
の
芸
能
」 

一
月
七
日
（
金
）
新
春
を
寿
ぐ
華
麗
な
音
色 

『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
神
崎
揚
屋
の
段 

浄
瑠
璃:

竹
本
駒
之
助 

三
味
線:

鶴
澤
津
賀
寿 

◆
義
太
夫
協
会
法
人
化
五
十
周
年
記
念
公
演 

Y
o
u
T
u
b
e

無
料
配
信 

一
月
一
日
（
土
）
～
三
一

日
（
月
）『
長
生
殿
』
、『
嫗
山
姥
』
廓
噺
の
段
、『
新

版
歌
祭
文
』
野
崎
村
の
段 

◆
乙
女
文
楽
第
十
一
回
定
期
公
演 

Y
o
u
T
u
b
e

無
料

配
信 

三
月
十
五
日
（
火
）
～
三
一
日
（
木
） 

『
傾
城
恋
飛
脚
』
新
口
村
の
段 

浄
瑠
璃
：
竹
本
越

孝 

三
味
線
：
鶴
澤
寛
也 

 

■
協
会
・
正
会
員
の
今
後
の
動
き
■ 

令
和
四
年
七
月
～
十
二
月 

【
公
演
】 

義
太
夫
協
会
／
義
太
夫
節
保
存
会
主
催
公
演 

「
女
流
義
太
夫
演
奏
会
」 

七
月
十
六
日
（
土
）
国
立
演
芸
場 

八
月
二
十
日
（
土
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

九
月
十
九
日
（
月
・
祝
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

十
月
二
十
日
（
木
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

十
一
月
二
十
日
（
日
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 
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十
二
月
十
八
日
（
日
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

正
会
員
主
催
公
演
（
協
会
後
援
分
） 

依
頼
公
演
・
協
力
公
演 

「
じ
ょ
ぎ
」 

七
月
一
・
二
日
、
九
月
一
・
二
日
、
十
一
月
一
日
・

二
日 
お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 

「
ぎ
だ
ゆ
う
座
」 

八
月
一
・
二
日
、
十
月
一
・
二
日
、
十
二
月
一
・
二

日 

お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 

「
京
之
助
の
会
」
七
月
十
日
（
日
）
回
向
院
念
仏
堂

ホ
ー
ル 

「
大
阪
女
義
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
２
」 

 

義
太
夫
体
験
教
室 

八
月
五
日
（
金
）・
六
日
（
土
）

各
日
二
回 

高
津
宮 

末
広
の
間 

【
普
及
】 

義
太
夫
節
保
存
会
・
義
太
夫
協
会
主
催
教
室 

◆
義
太
夫
一
日
体
験
教
室 

八
月
二
七
日
（
土
） 

豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

◆
第
七
四
期
義
太
夫
教
室 

〔
実
践
コ
ー
ス
〕
九
月
～
（
各
土
曜
） 

豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

 

■
寄
付
■ 

左
記
の
ご
寄
付
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

寄
付 

日
本
素
義
会
様 

 

会
報
編
集
委
員
／
鶴
澤
寛
也
・
竹
本
佳
之
助 

鶴
澤
津
賀
花
・
竹
本
駒
佳
・
竹
本
越
里 
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